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論文内容の要旨
〔目的〕
Gold ら (1965年)によって発見された CEAは，その後の研究により多抗原性物質であることがし
めされ，通常の抗CEA血清には CEAに対する特異抗体のほかに，頼粒球抗原 (NCA) ，糞便抗原
(NCA-2) と交叉反応をしめす非特異抗体がふくまれていることが明らかにされた。
本研究は，胃癌 CEA，結腸癌 CEAにて免疫したモルモット抗血清から CEA特異抗原決定基に対
する抗体を分離し，その癌特異性をゲル拡散法，蛍光抗体法によって検討したものである。
〔方法ならびに成績〕
1.. 抗CEA血清の作製
胃癌肝転移 3例，結腸癌肝転移 1 例から CEA を抽出し， Krupeyの方法に従ってこれを精製した。
結腸癌の 1 例では，精製CEA をさらに Con Aセブアロースにて Con A結合分画と，非結合分画に分
けた。この精製CEA (1 部は粗CEA) にてモルモット計36匹と家兎 3 羽を免疫したが，抗血清はい
ずれも正常血清と正常胃粘膜(あるいは結腸粘膜) ，肺および肝の過塩素酸抽出液で吸収し， NCA な
ど正常組織抗原との反応性を除去した。
2. ゲル拡散法による抗CEA血清の特異性の検討
抗血清のうち，免疫原に用いた癌の過塩素酸抽出液と単一の沈降線を作り，それが標準抗 CEA 血
清と完全に融合するもの計24例を選びこれを抗CEA血清として以下の実験に使用した。
抗CEA血清は胃癌，結腸癌および健康人糞便(または胎便)の過塩素酸抽出液に対する反応の違い
によって次の 4 群に分けられた。すなわち，①この 3 者と一様に反応し，お互いに融合する沈降線を
必且
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を生じたもの(抗CEAf と呼ぶ)。②糞便抽出液とは沈降線に Spur を生じるか，あるいははじめから
糞便抽出液と反応性がなく，糞便抽出液にて吸収したあと胃癌，結腸癌との聞に identical な反応が
残ったもの(抗CEAgc と呼ぶ)。③胃癌，結腸癌の沈降線の聞に Spur を生じるか，あるいははじめ
から結腸癌との反応がなく，結腸癌抽出液で吸収したあと胃癌との反応だけが残ったもの(抗CEAg ) 。
これは胃癌CEAで免疫したモルモット抗血清28例のうち 6 例に認められた。④逆に， 胃癌抽出液で
吸収したあと結腸癌との反応だけが残ったもの(抗CEAc ) 。これは結腸癌 CEAで免疫したモルモッ
ト抗血清 7 例のうち 2 例にみられた。
牌癌および子宮癌(扇平上皮癌)の過塩素酸抽出液とこれら各CEA抗体との反応を検討したが，抗
CEAc および、抗CEAg とはまったく反応が認められず\抗CEAgc と抗 CEAf が結腸癌，胃癌抽出液
と identical な反応をしめした。
3. 蛍光抗体法
抗CEAr で CEAの検出された胃癌15例，結腸・直腸癌12例，牌癌 5 例など計50例の来E織切片を対象
とし，抗CEAg，抗CEAc ，抗CEAgc の反応を蛍光抗体法で観察し，各抗体による反応の特異性を検
討した。
その結果，抗CEAg，抗CEAc はゲル拡散法の所見と同じく，それぞれ胃癌，結腸癌と特異的に反
応し抗CEAgc は胃癌，結腸癌 ， B草癌(以上，腺癌) ，食道癌，子宮癌(以上，扇平上皮癌)に共通
して反応した。しかし，抗CEAr と反応のあった乳癌，甲状腺癌に対して抗CEAgc は反応をしめさず，
各 CEA抗体の特異性に著しい相違のあることが明らかにされた。
なお，胃癌 CEAは抗CEAg ，抗CEAgc ，抗CEAr のいずれによっても検出され，また結腸癌CEA
は抗CEAc，抗CEAgc ，抗CEAr のいずれによっても検出されたが，その蛍光抗体染色像に差を認め
ることはで、きなかった。
4. CEAの不均一性と抗原性
CEAの Con A結合性分画と非結合性分画はいずれの抗CEA抗体とも identical に反応し，また
CEA をセファデックス G-200のゲルj戸過で，分子量の大きいものと比較的小さいものとに分画しで
も，抗原性に質的な差を認めなかった。
〔総括〕
1. 精製標品で免疫してえたモルモット抗CEA血清の胃癌，結腸癌，糞便の各抽出液に対する反応
をゲル拡散法で解析し，抗CEA血清に特異性の異なる 4 種類の抗体が存在することを明らかにした。
このうち 2 種類の抗体は NCA， NCA-2 と反応がなく，いわゆる CEA特異抗原決定基に対する抗体
である。
2. 種々の臓器癌計50例を対象として蛍光抗体法をおこない，各CEA によって検出される CEAの病
理学的分布に明確な相違を認めた口ことに， CEA特異抗原決定基に対する抗体の l つは，抗胃癌CEA
CEA血清では胃癌に抗結腸癌 CEA血清は結腸癌にきわめて高い特異性をしめした。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，精製した CEA にて免疫したモルモット抗血清の癌特異性をゲル拡散法，蛍光抗体法に
よって検討したものである。その結果，抗CEA血清に特異性の異なる 4 種類の抗体が存在すること
を明らかにした。この 4 種の抗体に対応して CEA には， NCA と共通の抗原決定基，糞便抗原と共通
の抗原決定基のほかに，少なくとも 2 種類の抗原決定基が存在し，その 1 つは胃癌 CEAでは胃癌に，
結腸癌CEAでは結腸癌にそれぞれ高い特異性をもつことをしめすデータをえている。これは今後の
CEAの研究にあらたな視野をひろげるものである。
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